




































































10％台という結果が出ている （五味ら ［2017］ 
21）。
社会福祉分野における知的障害児者の移動に








































































造による整理がなされている （Western Michigan 
University and Easter Seals Project ACTION, 
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プログラム」、「3 層目；個別 （1 対 1） の移動







































出典； Easter Seals Project ACTION（2014） Transportation education in a school system 











































































































































































通学しているのは 4 名 （20.0％）、保護者と放課
後等デイサービス （以下：放課後デイ） の送迎・
移動支援の介助者が付き添い登下校をしている
のは 9 名 （45.0％）、放課後デイの送迎・移動支






































活動日数の平均は 3 日間で、平日 5 日間通して 
（月～金曜日） 放課後デイで過ごす者が56名中







































年が 2 名 （5.7％）、小学部高学年が 3 名 （8.5％）、












放課後デイが 9 名、現場実習が 5 名、駅などの



















































不注意／衝動 6 2 5 2 15 前を見ない，よそ見，確認しない，苦手なものをよける（急に飛び出す），興味のあるものに近づく
自転車にぶつかられそうになる 3 1 4 2 10 スピードを出した自転車にぶつかりそうになった，ぶつかったことがある
混雑時のトラブル 2 2 1 3 8 他人の足を踏む，傘がぶつかる，カバンやリュックの扱い方，道をふさぐ，迷子
交差点・横断歩道での危険 0 1 1 2 4 周囲の人の信号無視につられて信号を確認しないで渡る，信号のない横断歩道を渡るとき危険だった
電車・駅でのトラブル 0 0 2 1 3 電車の乗り間違い，パスのチャージ金額不足で改札を出られなくなった
つきまとい・痴漢 0 1 0 2 3 知らない人/知っている人につきまとわれる，痴漢
周囲の人とのトラブル 0 1 1 0 2 電車の席の取り合い，大声を出した時にクレームを受けた
落とし物 1 0 0 0 1 どこかに上着を落としてきた
時間の意識 0 1 0 0 1 17時まで家に帰る約束を守れなかった
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に相当する （警視庁， 2014， 2018）。大都市圏中
心市の昼間人口比率が高い地域においては、人
口が3.6倍 （名古屋市） から14.6倍 （東京都千代







アメリカでは知的障害児者への 1 対 1 の移動
指導においては、指導者には本人にとってリス
ク最小の経路や時間を選ぶ能力が求められる 
（Office of Travel Training District 75 New York 
City Department of Education， 2015）。日本にお
いても、三層構造の 1 層目に相当する全体への
指導としては混雑時の歩行方法や乗車方法を教






名中 4 名）、「電車・駅でのトラブル」 （39名中
3 名）、「つきまとい等」 （39名中 3 名）、「周囲
の人とのトラブル」 （39名中 2 名）、「落とし物」







動を習熟するための学習段階 （第 2 層に相当） 


































































時の対処法は小学部 1 ～ 3 年段階に比して小学























⑮携帯電話での連絡の仕方は、小学部 1 ～ 3



























































時の対処法は小学部 1 ～ 3 年段階に比して小学























⑮携帯電話での連絡の仕方は、小学部 1 ～ 3




















































10 8 16 16
90.9% 88.9% 94.10% 84.2%
9 8 14 16
81.8% 88.9% 82.40% 84.2%
2 4 7 8
18.2% 44.4% 41.20% 42.1%
8 8 14 14
72.7% 88.9% 82.4% 73.7%
2 5 9 16
18.2% 55.6% 52.9% 84.2%
2 2 12 11
18.2% 22.2% 70.6% 57.9%
3 3 9 13
27.3% 33.3% 52.9% 68.4%
7 8 15 14
63.6% 88.9% 88.2% 73.7%
0 5 12 13
0.0% 55.6% 70.6% 68.4%
3 3 10 14
27.3% 33.3% 58.8% 73.7%
2 1 10 14
18.2% 11.1% 58.8% 73.7%
5 6 14 15
45.5% 66.7% 82.4% 78.9%
0 2 10 13
0.0% 22.2% 58.8% 68.4%
0 4 11 15
0.0% 44.4% 64.7% 78.9%
0 2 11 17
0.0% 22.2% 64.7% 89.5%
10 6 16 15
90.1% 66.7% 94.1% 78.9%
9 6 15 13
81.8% 66.7% 88.2% 68.4%
9 7 17 17
81.8% 77.8% 100% 89.5%





















































































ラブル回避」が 7 名、「雨の日の対応」が 7 名、









































教材・ツール 事前の学習 2 0 3 0 5
絵本，DVD，警察署の交通安全講習，
想定シュミレーション
声かけ・模倣 3 0 2 1 6 声かけ，模倣，言葉による説明
繰り返し経験 0 0 2 2 4 何度も繰り返し経験させた．少しずつ一人移動の距離を伸ばし繰り返し練習をした．
視覚的な支援ツール 3 1 4 8 16 写真を使った順路表，行先や道順を記したメモ
携帯電話 0 0 1 1 2 携帯電話
ヘルプカード 0 0 0 3 3 ヘルプカード
保護者が確認するためのツール GPS 0 0 2 2 4 携帯のGPS

























混雑への対応 0 0 3 4 7
人との距離感（特に異性に対して），
混雑した乗り物に乗った時の人との距離感
迷惑をかけない 0 2 4 0 6 他人に迷惑をかけない
電車やバスの
乗車マナー 0 0 1 4 5
優先席・整列乗車などのマナー，降りる人が先・降りる人のためにス
ペースをつくる













基本的スキル 2 1 2 0 5
チャージ型パス・切符・無料券の使い方（出すタイミング），電車やバス
の基本的なルール
路線調べ，時刻表 0 1 2 2 5 路線（ルート）の検索（目的地への最適ルート，様々なところへ行く際の検索），時刻表をよむ
行先を見分ける,
降車場所を見分ける 1 0 1 0 2 行先の標示の見分け方，降車場所（駅・バス停）の見分け方
1 2 3 1 7 危険な人を見分ける，不審者から離れる，危険やトラブルの回避
0 1 1 0 2 傘のさし方，雨の日でも遅刻しない
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2018） については、本調査では 9 人中 6 人が小


































































































































ションツール 2 1 2 6 11 困った時に提示するカード
順路等を
示すツール 1 0 2 0 3 写真付きの順路を示した紙
0 1 0 0 1 公道を歩く際に必要なマナー，交通機関を利用する時は不必要な声を出さない．これらを支援するツール
0 1 1 0 2 携帯電話，スマートフォン
1 0 0 0 1 禁止マークだけではなく「こうするといい」という表示や注意書きもあるとよい
0 2 0 1 3 介助者・ヘルパー・保護者の見守りが必要，「見守り隊」
0 0 2 2 4 繰り返す，経験が一番大切
1 1 1 0 3 様々な状況を動画にまとめて事前に勉強できるとよい，家庭で学習できるDVDがあるとよい
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ちらともいえない」が 3 名 （5.4％）、「あまり感


































































































































































































































































































































































of Travel Training District75 New York City 
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Analysis of Special Needs for Traveling of Students with Intellectual Disabilities in 
Special Needs School in Japan: Preliminary Investigation for Developing the 
Travel Training for People with Intellectual Disabilities
Takako HOMMA*, Yoko SUGITA*, Fumio NEMOTO* and Hiroki YONEDA**
This study conducted a questionnaire survey regarding the transportation-related needs of students 
who are attending the A Special Needs School for Intellectually Disabled Children. The study was 
conducted in order to examine Travel Training/Transportation Education Programs for intellectually 
disabled children. As a result it was found, among other things, that "children from the elementary 
school level to the high school level tend to spend their after-school hours outside their homes," that 
"while, until high school, parents are responsible for training their children to deal with expansions in 
their living areas and means of transportation, many parents are unaware of the availability of training 
services," that "challenges unique to urban centers, such as the lack of traveling skills in crowded areas 
and not knowing how to respond to trouble, are being encountered on a daily basis," that "there is a 
high demand for training on how to pay attention to speeding bicycles and pedestrians on the 
sidewalk," and that "there is a high demand for training on how to respond to troublesome situations." 
95 percent of parents said they desired opportunities for their children to receive Travel Training/
Transportation Education.
Key words: Travel, Travel Training Program, Life functional skill for the children for the intellectual 
disabilities
